
5一アミノフエノールの濃縮度試験成繊報告書

t　試験期間

2　試　料　名

　　構　造　式

昭和52年8月1日～昭和52辱10月27日

5一ア璽ノ7ユノール（喬む醇JEK－190）

　OH

ゆN腹

　　　　性　　状　　　純　　度　　998多　　　融　　点　　120’》122℃

　　　　　　　　溶解度水：20℃　26、r七楯

　　　　　　　　　　　　　　佃0℃，0▼七チ

　　　　　　　　経時変化熱で分解重合，空鏑匿蝋で酸化されて黒変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

五　試験方法及び案件

馨1灘i｝鮒・一一一一…

　5．1　試験装置及び機器

　　　←）水薬毒境調節装置　流　水　式

　　①）　高遠液体クロマトダヲフ　化学品安全センター組立

　5．．2　　武’験乗件

　5，21　1L1【試験

　　　←）試験魚

　　　　　ヒメ〆力平均体重　巳27g、塩化落二水銀検定合格魚巌

　　　　巌田端健二　用水と廃水　重4　1297～1ろ05〈1972）

・藍

ゑ22

　　　　　　　供試物質5gをイオン交換来に撹拌溶解して

　　　　　　　250コエに定容し㌔　20900皿m（死／マ）の原液

　　　　　　　を調製した。

　　　　　　　25士2℃

　　　　　　　48時間τL星位　100p騨（¶レヤ）

　濃縮度試験

　α）　夕f部消毒　　止水状態で≦OPPロ塩酸』クロロテトラサイ」ク

’　　　　　　リン瀞液で24時間薬浴をした●

　ω　順　　化
　　　　　　　　25℃X21日

　　　　　　　　ガラス製容量100ユ
　　　　　　　　　　　　　流水量　　579ユ／日

　　　　　　　（原液：希釈水　2コ1：409岨）

　　　　　　　　コイ　平均体■　約259

　　　　　　　　　　　平均体長　約10“m

　　溶無法
　　　　　　　　五21㈲に同じ

　　試験温度
　　　　　　　　25±2℃

　　隙槽¢禰　　図一11・12参篤

　　水槽濃度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1
　　設定理由　48時間T　L皿値100：Pμのr序及び下

　　　　　　　に設定した．

（b）溶解法

（c）試験温度

但）結　　果

（勾　外部消毒及び順化

（b）試験水槽

（c）試験魚

斜）

（◎

（⇒

信）



設定値

（単位聖晒）

　　　　　1供試物質

第1濃度区　　1　　　　　　　　　　　　…

艇L巳1 「

実測値

表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位列皿り）
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塑塵軽、t27　t12　t09　“O
　　　　　　　　　　l　　r一一想』

　第2濃度区1α104　1巳095，0，097　　巳094
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

　分析試料の前処理

色）魚　体

　　　　　試　験　魚i

　　　　一にl
　　　　　　　l・体重測定

　　　　　　　i・細片化

　　　　　　　繋駕卜

　　　　　　　1
　　　　以下次頁に続く
　　　　　　　i
　　　　　　　∫

醒
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い
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謄

一i水　　層1し

駒頁まウ引続き

　　i．

塵｛
　　1←塩化カルシウム伯g
　　ラ　　旨猴とう（価分間）

　　i・る過（ワァトマン1Pβ　ろ紙）

　　1

ラベ　　　　　しアセトン層「

　　レ醜（・rタリー融→一で約5皿に）

　　｛←1N一イ塩【酸　　50】阻1

　　ド　　1←n晒岸サン　50コ心

　　i。軽く振とう

辱赫サン凧

タ口口ホルム層

i嘩」
i窺学編1皿｝・・回

べ，吟型　　1一撤化ナトリウム49

　　レ　　橘ク。。ホルム　50凪

　　i噸とり（5鯛）

摩、
　　｝

　　4
以下次頁に続く
　　；
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前頁よ9引続き

’←2耳一塩酸

　　　　　　　　1・中和
　　　　　　　　　E
　　　　　　　　i←塩化ナトリウム　10g

　　　　　　　　l囎翻，分高1皿｝x・回

　　「一一一一　　1　　　　　　　［
　一　　　繍＿＿＿＿一．

陸層i　趣璽」
r

　　　　　　　　l・濃縮（ロ→リー¢パポレーヂーで約5盈1に）

　　　　　　　　1●エアhにて乾固

　　　　　　　　1←メチルアルコール

　　　　　　　　1・1。皿に定容

　　　　　　　　｛

　　　　　．塵射

（P）試験水

試　験　水！

◎採水

薬1震度区、第2震度区

100組

←塩化ナト“リウム　　50区

■ぐr酢酸曇テ諏

・一ｲ出』（巌と9

1ユ

500区

、贈）100皿｝X2回

以下改頁に続く．
　　I

　　l

前頁‡り引続き

雌1
酢酸エチル層i

　　l・脱水（無水硅酸ナトリウム）

　　i・濃縮（・→【リー一一で約5皿に）
　　ド　　1・エアーにて乾固

　　1←メチルアルコール
　　↓

　　1・5皿に定容

’鰹試麹

薮24　分析条件

高速液体クロマトグラフ　化学品姿全センター組立

高圧ボンブ

検　出　器

固　定　相

ミルトンロイ杜撰 8F－0596－57
　　　　（ダンパー付）

日本分光工業社製UV工D■C一側0型

日立製作所製　日立ゲル　50旬

カ　ラ　ム　　ステンレス製2餌戸X50α1

溶　離　液

固定披長

メテ」ルアルコール

290コm

以下次頁に続く



4．試験結果

一

表一2 濃　　縮　　倍　　章※

一
2▼ 5w 4W 6w　i付図付表

i第」濃躯l
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隣2鍍区l
　　　　　　i
l　　」

　　ヨ

似相似則 4以下1以下 5

　　　　　　※　n吐又は　トレース・　5．1にて補足説明

　5．1　試験結果の表示について

　　　機器の検出限界は（図一1参照）5～10P】μである●魚体

　重50E，最終液量10皿■っ・回収率80チと考えれば

　　　　　　5～佃
　　　　　　　　　　；≒4『．P聲　と凌ウ
　　　　　80　　50
　　　　一　×　一
　　　　　100　　10

　魚体中酸度で約4p碑が分析限界である．

　　濃縮性が低く、水槽農廣はほぼ段定値に近いので

　　　　　4／　　　　　　　　4
　　　　一，＝4　一・一一・，＝40
　　　　　’｛∫　　　　　　　』旦1

　すなわち第1濃度区4倍以下，第2濃度区40倍以下と表示

　　した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上

　　　　　　　　40以下14塀i40以ド40以F　　I
　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　l5
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